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導入事例 C a s e  S t u d y

個別最適化された約80もの
Oracle Databaseをたった1年間で
標準データベース基盤に集約

日本精工株式会社

（ 取材日：2016年7月 ）

■収益向上のためにコスト・パフォーマンス
の高い標準インフラが求められていた

■事業展開の可視性向上のため管理性に
富むインフラが求められていた

■経営リスク低減のためインフラのIT
ガバナンス強化が不可欠だった

世界屈指のベアリング（軸受）メーカーである日本精工株式会社は、グローバル経営基盤のさら
なる強化のために、全社ITインフラの統合・標準化に取り組んでいます。その手始めとして着手した
データベースの統合／標準化プロジェクトにおいて、同社はOracle Exadata Database 
Machine（以下、Oracle Exadata）を導入。社内に散在していた約80ものデータベースをOracle 
Exadata上に集約したことで、コスト削減と安定運用、ITガバナンス強化を同時に実現しました。

P O I N T

■社内システムのサイロ状態解消のため
まずはデータベース統合/標準化に着手

■標準データベース基盤として
Oracle Exadataを導入

■Oracle Exadata上に社内システムの
データベースを順次移行

■データベースをOracle Exadataに移行
することで最大60％の性能向上を実現

■従来よりはるかに低いコストでデータ
ベースの構築／運用が可能に

■運用標準化によるITガバナンス強化と
信頼性／安定性の向上を実現

災害対策システムの構築と
ベンダーサポート活用でシステムの
信頼性・安定性が向上

データベース基盤の統合／標準化で
データベースの構築／運用
コストを大幅に削減

個別最適化された社内システムのDBを
Oracle Exadataに集約、運用
標準化とガバナンス強化を実現
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国内売上げNo.1、そして世界的にも屈指の規模を誇る
ベアリングメーカーとして知られます。1960年代から
海外に進出し、現在では北米、欧州、アジア各地をはじ
め、世界中に拠点を構えるグローバル企業として、幅広
くビジネスを展開しています。

：東京都品川区大崎1-6-3（日精ビル）
：1916年11月8日
：672億円（2016年3月31日現在）
 : 31,587人（2016年3月31日現在）
 : https://www.jp.nsk.com/
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従 来 新システム個別最適なインフラ、下層レイヤーで共通化。
業務インフラ要求への対応に時間がかかる

Exadataでプライベートクラウドを実現し、焦点の高い
レイヤーで共通化。業務インフラ要求に素早く対応
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日本に現存する最古の軸受図面と
それに基づき作成したベアリングレプリカ



   経営計画達成のために
   ITインフラの標準化に乗り出す
　

　世界有数のベアリング（軸受）メーカーとして、
また今年で創立100周年を迎える国内屈指のモ
ノ作り企業として、世界中で幅広くビジネスを展
開する日本精工株式会社（以下、NSK）。同社
は2013年度～2015年度の中期経営計画におい
て、売上高1兆円を支える企業経営管理基盤の確
立を目指して「収益重視の成長」「1兆円の物量を
回す管理能力」「安全・品質・コンプライアンス」
という3つの目標を立てていました。
　これらを達成するためには、ITインフラも重要
な経営基盤のひとつと見なされ、大きな期待を
担っていました。しかし、同社 経営企画本部 ICT
企画部 管理グループ マネージャ 兼 NSKネット
アンドシステム IT基盤ソリューション部 取締役 
部長 吉澤彰夫氏によれば、NSKの既存ITインフ
ラは、経営計画を下支えする上で幾つかの課題が
あったと言います。

吉澤氏 収益重視の成長
を達成するには、コスト・
パフォーマンスの高い
標準インフラが必要だと
考えました。また大量の
物量を管理する能力や、
安全・品質・コンプライア
ンスの強化のためには、
インフラの管理性や安定
性、インフラ部門による
主体的なITガバナンスが
求められました。しかし実態は、当時の既存ITイ
ンフラはシステムごとに個別に最適化された“サイ
ロ”状態でした。そこでまずは、インフラ部門主導
でITインフラの統合と標準化を推し進め、サイロ
状態からの脱却を図ることにしました。

   標準データベース基盤として
　Oracle Exadataを採用
 
　同社はITインフラ標準化の第1ステップとして、
業務に与える影響が少なく、比較的共通化が進め
やすいデータベースの標準化に着手し、早期に
インフラ標準化の効果を得る方針を立てました。
従来は業務部門からの要請を受けるたびに、イン
フラ部門がデータベースを個別に構築・提供して
いたため、インフラの要求から提供までに長期間
を要していました。こうしたやり方を改め、インフラ
部門が管理する1つの大きなデータベース基盤か

ら必要に応じてデータベース・リソースを払い出す
「プライベートクラウド方式」を導入することにし
ました。
　それまでシステムごとにばらばらに構築／運用
されていたデータベースを集約することで、調達
コストや運用コストを大幅に低減するとともに、
数多くのデータベースを単一基盤上で一元的に
管理できるようになり、管理性や可用性の向上、
さらにはITガバナンスの強化も期待できました。
　以前、標準データベース基盤を一から自前で
構築してみましたが、当初想定していたほどの
性能や安定性、集約効果が得られそうもないこ
とが早々に判明しました。そこで同社が白羽の矢
を立てたのが、「Oracle Exadata」でした。

吉澤氏　自前でデータベース基盤を構築するた
めに多くの時間と工数を費やすぐらいなら、メー
カーがハードウェアとソフトウェアの組み合わせ
を事前検証し、担保してくれる一体型の製品を選
んだ方がメリットが大きいと判断しました。弊社
では20年前から、データベース・ソフトウェアは
すべてOracle Databaseで統一していまし
たから、自ずとオラクル社のOracle Exadataと
Oracle Database Appliance（ODA）が候補
に挙がりました。最終的には拡張性と信頼性の
高さから、Oracle Exadataを採用することに決
めました。

　ノンチューニングで最大60％の
　性能アップを実現
  
　Oracle Exadataの導入および運用設計では、
アシストの技術支援サービスを利用しました。
その結果、導入作業は極めてスムーズに運んだと
言います。
　2015年5月の本格稼働後、それまで社内で
ばらばらに構築／運用されていたデータベースを
順次Oracle Exadata上に移行していきました。
Oracle Exadataのインポート／エクスポート
処理の性能が極めて高いこともあり、ほとんどの
データベースは1日で移行作業を終えることがで
きました。その結果、1年後には約80ものデータ
ベースをOracle Exadata上に集約できました。
　その多くは特にチューニングを行わずともデー
タベース性能が改善され、最大で60％もの性能
アップを実現したものもありました。こうした
効果が社内で広く認知された結果、Oracle 
Exadataへの移行を望むシステムが増え、自ずと
インフラ標準化の効果も高まってきています。
　またシステムごとに個別にデータベースを構築

する場合と比べ、初期導入コストも約60％ほど
削減できることも分かりました。さらにはActive 
Data Guardを使って、本番サイトに設置した2台
のOracle Exadataの複製を災害対策サイトに
作成し、合計4台のOracle Exadataを使い、
極めて信頼性の高い災害対策システムを実現し
ました。

吉澤氏　さらなる安定性や信頼性を担保するため
に、オラクルのサポートサービスである「Oracle 
Platinum Services」と、アシストの「DODAI
コール」を利用しています。特にDODAIコール
は、弊社のIT環境をよく理解してくれているアシ
ストの担当者が、オラクルへの煩雑な問い合わ
せ手続きを代行してくれ、サポート窓口が一本化
できるためとても助かっています。

　今後はさらに広範囲な
　インフラ統合を
  
　現在NSKでは、既存システムのデータベースだ
けでなく、新規システムのデータベースもOracle 
Exadata上に構築しています。かつてはデータ
ベースを新規構築する際にハードウェア／ソフト
ウェアの調達、導入、設定に少なからぬ時間を要
していましたが、Oracle Exadataは新しいイン
スタンスを作成するだけで済むため、「新規構築
のリードタイムが劇的に短縮されました。まさに
雲泥の差です」（吉澤氏）。

　同社は、2016年から始まる第5次中期経営
計画において「次の100年に向けた進化のスタート」
を掲げ、持続的成長、収益基盤の再構築、新製品・
新領域の開発という目標に向かって動き始めて
います。その中でITは次世代ものづくりの基盤
として「NSK SmF（スマートファクトリー）」の実現を
目指しています。
　そのためITインフラでは、データベースだけで
なくアプリケーションの標準化も進めることで、海
外拠点も含めたグローバル・レベルでの「聖域なき
全統合」に取り組む予定です。また現状では
「アクティブ・スタンバイ」の構成になっている
災害対策の仕組みを「アクティブ・アクティブ」
構成とし、災害対策サイト側のシステムを平時から
有効活用する計画も進めています。

吉澤氏　今後、これらの計画を実現させる上で
は、Oracle Exadataを含め様々な分野におい
て、これまで以上にアシストの手厚い支援や情報
提供、提案を期待しています。
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吉澤彰夫氏
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